
宮崎森林管理署都城支署交渉（全国林野関連労働組合都城支署分会）

議 事 要 旨

１日 時：平成２７年１１月２７日（金）１３：３０～１４：３０（６０分）

２場 所：宮崎森林管理署都城支署 会議室

３出席者：

宮崎森林管理署都城支署 山部 義臣 支署長

同 江藤 幸二 総括事務管理官

全国林野関連労働組合 都城支署分会 藤田敬一郎 執行委員長

同 谷口 慎吾 書記長

同 大石 成人 執行委員

同 江島 昭則 執行委員

同 釜 稔 執行委員

４交渉事項

（１）平成２８年度の業務に係る労働条件の考え方について

（２）職員の健康安全確保対策について

５議事概要

組合） 平成２８年度業務について、生産量の増量指示が来ている、また、土木・治山

の業務量も増えるなど、森林官などの労働条件等の悪化が危惧される。各種業務

をどのように進めていくのか。

当局） 各種事業を円滑に進めるためには、職員が健康で明るく働ける災害のない職場

環境づくりが基本であり、２８年度も安全第一、健康第一で取り組む考えである。

各種請負事業については、早期かつ計画的な発注に努めるとともに、外注でき

る業務はそのための予算の確保に努めて参りたい。

また、各事業の進捗状況をこまめに把握し、事業に遅れがあるところは、各グ

ループ内又は、署全体で応援態勢を整えていく考えである。

（２）職員の健康安全確保対策について

組合） 職員の健康安全について、メンタル面を心配しているが、対策はどうする考え

か。

当局） 本年度の「宮崎森林管理署都城支署「心の健康づくり」計画」に基づきながら、

健康安全管理監督者がリーダーシップを発揮して、取り組んでいく考えである。

心の不健康な者が出てからでは遅いので、職員が働き安い職場環境づくりに心

掛け、健康・安全意識が定着するよう、引き続き節目節目で指導を繰り返し行い、

心の健康を含めた健康・安全確保に努めて参りたい。


